




















Developing Cultural-Experience-based Textbook for Short-term Programs: 


























































































































【資料 3「付録  活動のための日本語」の例 
（p. 90から）】 


































【資料 5   教師用ガイドの一部（別冊 p.7から）】 



















【表 2  教材化における変更点】 
 






























































館などがあるか、どのような特産品があるかを調べる活動に変更した（資料 7、8）。   
 







































【資料 9 発信型の応用活動の提案例（p.15 から）】 
 





場などを案内し現地の料理の作り方を紹介するなどである。    
 



































































【資料 10 学習者の発表スクリプト（食レポ）】 【資料11 学習者の発表スクリプト（江戸東京博物館）】 



























































































集』41:105-113.   
熊野七絵（2008）「関西国際センターから生まれた新刊教材『日本語ドキドキ体験交流活動
集』」『JF 便り<日本語教育編>』12  
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/archive/jf_report/12.html 
佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・熊谷由理編（2016）『未来を創ることばの教育をめざして― 













言語教育(Critical Content-Based Instruction)の理論と実践―』ココ出版、279-295. 
村田晶子監修・長谷川由香・池田幸弘・竹山直子著（2021）『にほんごで文化体験』アルク 
Chikamatsu, N. and Matsugu, M. (2009). Bridging Japanese Language and Studies in Higher Education: 
Report from the Forum on Integrative Curriculum and Program Development, Association of 
Teachers of Japanese Occasional Papers, 9:1-28. 
 
  
